
発行責任者 宮川 敏一
東京都千代田区神田神保町 2 ｰ 10 三辰工業ビル 3 階
ＴＥＬ（03）6380-9960 ＦＡＸ（03）6380-9963
E-mail miyakawa@sinsyakai.or.jp

労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２０８ ２０１８年８月１０日

郵
政

条
東
日
本
裁
判

20控
訴
審
結
審
せ
ず
９
月

日
に

25

８
月
２
日
、

時
か
ら
、
郵

14

政

条
裁
判
第
４
回
控
訴
審
（
結

20
審
）
が
東
京
高
裁
で
開
廷
し
た
。

裁
判
所
前
で
は
、

時

分
～

12

45

時

分
に
宣
伝
行
動
を
行
い
、

13

10

傍
聴
抽
選
を
し
た
。

時
か
ら

14

開
廷
し
た
控
訴
審
は
「
結
審
」

を
予
定
し
て
い
た
が
、
会
社
か

ら
「
会
社
の
過
失
責
任
つ
い
て

反
論
し
た
い
」
と
の
上
申
書
が

提
出
さ
れ
た
。
原
告
側
は
準
備

書
面
な
ど
は
全
て
出
そ
ろ
い
「
結

審
す
べ
き
」
と
主
張
し
た
が
、

天
王
山
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
真
の
格
差
是
正
を
勝
ち
取

る
大
衆
行
動
を
背
景
に
し
て
、

闘
い
の
広
が
り
が
求
め
ら
れ

る
。

み
だ
」
と
話
し
た
。

東
京
高
裁
は
最
高
裁
ま
で
上

申
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
思

い
っ
き
り
に
乏
し
い
。
郵
政
20

条
裁
判
は
労
契
法

条
裁
判
の

20

棗弁護士から報告を受ける（弁護士会館）

裁
判
官
合
議
を
経
て
、
「
被
告

の
上
申
書
」
を
認
め
た
。
被

告
の
会
社
は
、
ペ
ラ
の
書
面

し
か
提
出
し
て
お
ら
ず
具
体

的
反
論
も
乏
し
く
、
４
月
の

結
審
を
「
６
月
１
日
の
最
高

裁
判
決
」
を
考
慮
さ
れ
、
引

き
延
ば
し
て
き
た
。
今
回
の

引
き
延
ば
し
は
２
回
目
に
な

る
。
結
審
は
続
行
と
な
り
、

次
回
期
日
は
９
月

日
（
月
）

25

時
の
開
廷
に
な
っ
た
。
西

15日
本
裁
判
（
大
阪
高
裁
）
の

結
審
も

月
10

19

日(

金
）
に
決

定
し
て
い
る
。

控
訴
審
の
終

了
後
に
開
い
た

報
告
会
で
棗
弁

護
士
は
「
裁
判

所
は
積
極
的
に

格
差
を
認
め
よ

う
と
し
な
い
。

会
社
は
い
ち
ゃ

も
ん
つ
け
て
引

き
延
ば
し
て
い

る
。
判
決
は
年

末
に
な
る
見
込

日
通
の
労
契
法

条
潜
脱
！

18

「
無
期
転
換
逃
れ
は
許
さ
な
い
」

７
月

日
、
日
本
通
運
を
訴

12

え
た
『
無
期
転
換
逃
れ
地
位
確

認
等
請
求
事
件
』
の
第
２
回
公

判
は
傍
聴
席
を
満
席
に
し
て
開

廷
し
た
。

日
通
無
期
転
換
逃
れ
裁
判

は
、
日
本
通
運
に
５
年

カ
月

10

（
派
遣
時
も
含
め
る
と
７
年
４

カ
月
）
、
働
い
て
き
た
有
期
契

約
社
員
。
労
契
法

条
の
無
期

18

転
換
権
が
発
生
す
る
前
日
の
３

月

日
で
雇
止
め
を
し
た
。

31争
点
は
、
無
期
転
換
権
が
発

生
す
る
前
に
雇
い
止
め
し
た
労

契
法

条
の
『
潜
脱
行
為
』
。

18

労
契
法
が
改
正
さ
れ
た
後
の
更

新
時
に
、
不
更
新
条
項
を
挿
入

し
、
そ
の
説
明
を
求
め
た
ら
「

誰でも参加 何でも話す！

神田教室
労働運動のエンジンに

誰でも参加 みんなで議論

と き 8月21日（火）18時30分
毎月第4火曜日定例開催

ところ 新社会党中央本部（主催：労働運動委員会）
テーマ 労働法制を巡る秋の臨時国会

契
約
書
の
様
式
が
変

わ
っ
た
だ
け
、
不
利

に
す
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
」
と
満
足

の
い
く
説
明
が
な
い

ま
ま
、
そ
の
後
も
更

新
し
続
け
て
き
た
。

「
契
約
社
員
は
調
整

弁
」
と
団
体
交
渉
の

場
で
言
い
放
つ
日
本

通
運
。
企
業
の
横
暴

は
許
せ
な
い
。
雇
い

止
め
を
許
さ
な
い
18

条
裁
判
を
最
後
ま
で

闘
う
。

公判を前に宣伝行動（東京地裁前）



中
央
学
院
大
学
へ
の
抗
議
・
宣
伝
活
動
を
再
開
！

小
林
勝
さ
ん
の
専
任
化
を
勝
ち
取
ろ
う
！

労
働
運
動
委
員
会
が
呼
び
か
る
二
つ
の
学
習
会

こ
ぞ
っ
て
参
加
を
お
願
い
ま
す

秋
の
臨
時
国
会
は
、
労
働
法
制
改
悪
の
第
２
弾
を
安
倍
政
権
に
よ

っ
て
、
深
刻
な
「
働
き
方
改
悪
」
の
断
行
が
待
っ
て
い
る
。

私
た
ち
新
社
会
党
は
、
労
働
者
の
党
と
し
て
、
積
極
果
敢
に
悪
法

を
粉
砕
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
労
働
者
の
期
待

に
応
え
る
学
習
の
積
み
重
ね
、
指
導
力
を
蓄
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

９
月
に
二
つ
の
講
座
を
開
く
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
「
人

手
不
足
」
な
ど
を
理
由
に
外
国
人
労
働
者
の
就
労
に
つ
い
て
、
全
統

一
労
働
組
合
代
表
理
事
の
鳥
井
一
平
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

翌
週
は
、
「
大
阪

ネ
ッ
ト
」
で
反
合
研
活
動
を
続
け
て
い
る
、

JP

川
越
俊
已
さ
ん
か
ら
元
気
の
で
る
講
演
を
お
願
い
し
た
。
会
場
を
満

席
に
す
る
受
講
を
呼
び
か
け
る
。

の
状
況
変
化
に
よ
り
抗
議
行
動

を
控
え
、
解
決
を
期
待
し
て
い

た
。
し
か
し
、
大
学
側
の
態
度

は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
誠
意
が

み
ら
れ
な
い
た
め
駅
前
で
の
抗

議
・
宣
伝
活
動
を
再
開
し
た
。

【
今
後
の
裁
判
日
程
】

◆
９
月

日（
金
）

14
時

分

10

00

弁
論
準
備

◆

月

日（
木
）

10

25
時

分
～

時

分

13

15

17

00

被
告
大
学
側
証
人
尋
問

◆

月
１
日（
木
）

11
時

分
～

時

分

13

15

17

00

原
告
側
証
人
尋
問

８
月
１
日
、
焼
け
る
よ
う
な

暑
さ
の
中
、「
小
林
勝

条
裁
判

20

を
支
援
す
る
会
」
は
、
我
孫
子

駅
前
で
中
央
学
院
大
学
に
対
す

る
抗
議
・
宣
伝
活
動
を
行
い
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
対
す
る
相

談
チ
ラ
シ
も
一
緒
に
配
布
し
た
。

門
戸
閉
鎖
の
大
学
側
に
も
変

化
が
み
ら
れ
、
４
月
に
は
窓
口

の
常
務
理
事
交
代
、
５
月
の
学

長
選
挙
で
は
「
小
林
専
任
化
絶

対
反
対
」
を
主
張
し
て
い
た
佐

藤
英
明
氏
が
敗
退
、
７
月
よ
り

新
学
長
が
就
任
し
た
。
大
学
側

労
働
法
制
保
法
案
で
野
党
の
混
乱
を
演
出

安
倍
政
権
の
陰
謀

マ
ス
コ
ミ
や
専
門
家
な
ど
か

ら
「
安
倍
政
権
の
強
行
採
決
も

悪
い
が
、
審
議
拒
否
や
反
対
ば

か
り
の
野
党
も
責
任
が
あ
る
」

な
ど
、
野
党
に
責
任
転
嫁
を
す

る
印
象
操
作
は
、
内
閣
不
支
持

に
歯
止
め
を
か
け
た
。

政
府
が
提
出
し
た
法
案
は
65

本
、
そ
の
う
ち

本
（
成
立
率

60

・
３
％
）
が
成
立
し
た
。
何

92で
も
反
対
は
し
て
い
な
い
。
①

成
人
年
齢
引
き
下
げ

②
受
動

喫
煙

③
男
女
参
画
推
進
法
な

ど
、
審
議
を
経
た
採
決
と
全
会

一
致
も
多
く
あ
っ
た
。
対
立
し

た
の
は
、
①
働
き
方
、
②TPP

、

③
参
議
院
定
数
増
、
④
カ
ジ
ノ

な
ど
で
、
世
論
調
査
で
も

％
60

以
上
が
反
対
を
し
て
い
る
。
議

論
を
尽
く
す
の
は
当
然
だ
。
専

門
家
が
煽
っ
た
論
評
は
的
外
れ

で
、
内
閣
支
持
率
を
引
き
上
る

役
割
を
し
た
。

我孫子駅前の宣伝行動


